
稚内市廃棄物減量等推進審議会開催結果（議事録） 

 

１．日 時 

  令和元年11月15日（金） 13：00～14：00 

 

２．場 所 

  稚内市役所３階 市長会議室 

 

３．会議の概要 

（1）委嘱状交付 

 （2）市長挨拶 

 （3）開会 

 （4）委員挨拶・事務局紹介 

 （5）会長・副会長選出 

    委員の互選により、会長：遠藤委員、副会長：高橋委員を選出 

 （6）諮問 

    諮問事項：「稚内市一般廃棄物処理基本計画の改定について」 

（7）一般廃棄物処理基本計画の改定について 

計画改定のポイント、計画期間、改定スケジュール案について事務局から説明 

 （8）その他 

    次回開催を令和元年12月18日（水）で調整することを確認 

 （9）閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 



以下に、意見及び質疑応答に関する発言を記載しますが、発言者を特定できないように氏

名を伏せています。 

 

【意見・質疑応答】 ○：審議会委員 ●：事務局 

 

〇：計画策定にあたって、一人一日あたりのごみ排出量940ｇとリサイクル率30％の目標

値については、北海道の基準を準用しているのか。 

 

●：北海道が策定した、「北海道廃棄物処理計画[第４次]」を参考に、「第５次稚内市総

合計画」の「政策３ 人と地球にやさしいまちづくり」の成果指標において北海道の目

標値を参考としている。 

 

〇：これまで、本審議会ではこの成果指標について触れたことはなかったし、会議も開催

されていなかった。稚内市の一日一人あたりのごみ排出量が全道で下位である状況につ

いて、原因の分析、成果指標の達成に向けた内部での議論はされてきていたのか。 

 

●：この間、審議会の開催されていなかったことについては、大変申し訳なくお詫びす

る。北海道の目標値を参考としたことについては、全道下位の状況が続く中、第５次稚

内市総合計画の策定にあたり、北海道の目標値に少しでも近づく、追い越すことを目指

し成果指標とした。また、ごみが多い原因については、実際にどのようなごみが排出さ

れているのか、ごみ質調査を実施し、その結果については、あらためてこの審議会の中

で報告する。具体的な排出量削減の取組については、ご意見もいただきながら更に検討

をすすめていきたい。 

 

〇：なぜ稚内のごみが多いのか、その原因は把握しているのか。 

 

●：確定的な原因という事ではないが、環境省が発表する一人一日あたりのごみ排出量に

ついては、実際に排出された量ということではなく、自治体が関与して処理した量であ

る。他市では民間事業者による処理やリサイクルショップ、古着屋、古本屋、またショ

ッピングセンターでの自主回収など、自治体を介さずに行われている処理の機会が、稚

内市ではなかなかないというのがひとつ。 



もうひとつは、観光客の方々に多く訪れていいただいているということ。特に稚内市

では、端にあるという地理的な要因もあって、ごみが集まりやすいのではと考えてい

る。 

 

〇：ごみが多い原因がわからない中で、ごみを減らすのは難しいと思う。 

 

〇：ごみが排出されてしまうのは仕方がない部分もあり、リサイクル率をあげていくとい

うことがポイントになるのではないか。先ほども話に出ていたが、観光客がたくさん入

っていることと併せて、食事をとる比率が高い。いろいろな方々が入ってきて、食事も

とる。交流人口が多いこともごみが多い要因ではないかと感じている。 

 

〇３月までに改定を行うとのことであるが、審議会として来年度の動きはどのようなもの

になるのか。これまで、策定後に意見を反映させるような場が設けられていいなかった事

もあり、今回もそのようにならないか懸念をしている。 

 

●今年度については、一般廃棄物処理基本計画の改定について審議をいただく。来年度に

ついては、稚内市の現状等について報告をし、基本計画に基づいたより具体的な取り組み

などについて意見をいただく審議会にしたいと考えている。 

 

以上 


